
第
二
章

天
草
上
島
測
量

伊
能
本
隊

天
草
下
島
の
測
量
を
終
え
た
一
行
は
、
以
降
天
草
上
島
を
二
手
に

分
か
れ
て
測
量
す
る
こ
と
に
な
る
。

伊
能
隊
メ
ン
バ
ー
は
、
伊
能
勘
解
由
、
下
河
辺
政
五
郎
、
梁
田
栄

蔵
、
上
田
文
助
、
箱
田
良
助
、
長
蔵
、
清
七
、
兵
助
。

サ
ポ
ー
ト
は
、
付
廻
り
代
官
・
渡
辺
敬
助
。
付
廻
り
庄
屋
は
、
大

谷
小
十
郎
（
町
山
口
村
庄
屋
）
、
大
堂
作
右
衛
門
（
中
田
村
庄
屋
）

上
田
源
作
（
高
浜
村
庄
屋
）
。
そ
し
て
氏
名
不
詳
の
郡
中
竿
取
五
名
。

な
お
、
大
堂
庄
屋
が
途
中
で
病
気
の
た
め
引
取
り
、
替
り
に
中
村
清

右
衛
門
（
宮
田
村
庄
屋
）
が
任
に
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、

こ
の
中
村
氏
も
病
気
で
病
気
で
引
き
取
っ
て
い
る
。
（
35
日
目
巡
廻

日
記
及
び
39
日
目
の
伊
能
隊
付
廻
り
か
ら
坂
部
隊
付
廻
り
へ
の
書
簡
に

よ
る
）

伊
能
隊
は
、
下
浦
か
ら
栖
本
、
倉
岳
、
龍
ヶ
岳
、
姫
戸
、
松
島
へ

の
南
筋
。
一
方
の
坂
部
隊
は
、
志
柿
か
ら
有
明
、
松
島
へ
の
北
目
筋

と
大
矢
野
島
。

ま
ず
、
伊
能
隊
の
測
量
か
ら
見
て
み
よ
う
。

26
日
目

11
月
11
日
（
十
月
十
五
日
）

測
地
・
雨
の
た
め
測
量
中
止

泊
地
・
下
浦
村
（
天
草
市
下
浦
町
）

《
測
》
朝
雨
。

両
手
共
７
時
頃
楠
浦
村
出
発
。

昨
日
、
西
天
草
は
測
量
済
と
な
っ
た
の
で
、
東
天
草
を
手
分
け

し
て
測
量
す
る
。

伊
能
隊
は
下
河
辺
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
。

乗
船
し
て
、
東
天
草
下
浦
船
場
へ
着
く
。

雨
止
ま
ず
。
陸
路
を
直
ち
に
下
浦
村
に
向
か
い
10
時
頃
に
着
く
。

宿
・
庄
屋
金
子
栄
吉
。

別
宿
・
柳
右
衛
門
。

夜
は
雨
ま
た
曇
。

《
巡
》
雨
天
。
７
時
頃
か
ら
大
雨
に
な
る
。

伊
能
様
隊
は
、
下
浦
の
船
場
へ
船
で
渡
っ
た
が
大
雨
の
た
め
測

量
は
中
止
。
９
時
頃
下
浦
村
へ
着
く
。
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今
日
よ
り
二
手
に
分
か
れ
て
測
量
す
る
こ
と
に
な
る
。

坂
部
様
隊
は
、
大
島
子
へ
向
か
い
、
そ
こ
で
泊
ま
る
予
定
。

町
山
口
村
庄
屋
、
伊
能
様
付
き
廻
り
の
た
め
出
勤
。

砥
岐
組
大
庄
屋
、
不
快
（
病
気
）
の
た
め
出
勤
で
き
な
い
旨
の

書
状
が
来
る
。

伊
能
様
、
坂
部
様
宿
の
大
島
子
へ
書
状
を
遣
わ
す
。
尤
も
絵
図

の
た
め
、
付
き
廻
り
よ
り
も
坂
部
様
附
き
廻
り
の
大
庄
屋
、
庄

屋
へ
書
状
を
遣
わ
す
。

坂
部
様
隊
の
家
来
助
八
、
新
助
の
布
団
が
此
の
方
（
伊
能
隊
）

へ
紛
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
と
の
書
状
が
、
庄
九
郎
よ
り
来
る
。

そ
の
布
団
を
使
い
の
者
へ
運
ば
せ
る
。
大
島
子
村
へ
竹
四
郎
よ

り
返
書
を
遣
わ
す
。

伊
能
様
宿
・
下
浦
村
役
座
。

下
河
辺
様
宿
・
柳
左
衛
門
。

代
官
渡
辺
敬
助
様
宿
・
孫
四
郎
宅
。

付
廻
り
庄
屋
宿
・
十
郎
左
衛
門
。

伊
能
隊
の
別
宿
が
《
測
》
で
は
柳
右
衛
門
、
《
巡
》
で
は
柳
左
衛

門
と
な
っ
て
い
る
。

下
浦
村
へ
着
い
た
時
刻
は
、
測
量
日
記
が
「
四
ツ
頃
」
、
巡
廻
日

記
が
「
辰
頃
」
と
な
っ
て
い
る
。

27
日
目

11
月
12
日
（
十
月
十
六
日
）

測
地
・
下
浦
村
（
天
草
市
下
浦
町
）

泊
地
・
下
浦
村
（
天
草
市
下
浦
町
）

《
測
》
朝
曇
り
ま
た
雨
。

６
時
頃
、
下
河
辺
、
上
田
、
箱
田
、
長
蔵
出
発
。

下
浦
村
舟
場
人
家
前
よ
り
始
め
る
。
洲
森
、
デ
ン
サ
キ
、
江
ノ

浦
、
下
浦
本
村
九
浦
、
垣
塚
口
ま
で
測
る
（
６
・
３
㎞
・
さ
ら
に

宿
ま
で
１
６
４
ｍ
）
。

そ
れ
よ
り
下
浦
下
チ
チ
ガ
島
一
周
（
１
・
６
㎞
）
、
上
チ
チ
ガ

島
一
周
（
１
・
６
㎞
）
を
測
る
。
ほ
か
に
、
両
島
間
（
１
５
３
ｍ
。

合
計
９
・
８
㎞
）
。

16
時
頃
こ
ろ
帰
宿
。
宿
は
、
前
夜
同
。

此
の
夜
は
晴
れ
曇
で
測
量
を
行
う
。

夜
、
砥
岐
組
二
間
戸
村
庄
屋
田
中
久
右
衛
門
、
宮
田
村
庄
屋
中

村
清
右
衛
門
、
浦
村
庄
屋
小
松
彦
右
衛
門
、
棚
底
村
庄
屋
鬼
塚

元
左
衛
門
来
る
。

《
巡
》
雨
天
・
10
時
頃
よ
り
晴
れ
。

伊
能
様
、
代
官
様
休
足
。

５
時
頃
出
発
。
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上
下
ち
ゝ
嶋
よ
り
測
量
、
船
場
よ
り
柿
崎
ま
で
測
量
し
、
14
時

マ

マ

頃
帰
宿
。

富
岡
会
所
よ
り
菓
子
９
品
、
茅
蓑
（
雨
具
）
10
を
飛
脚
で
送
ら

れ
て
く
る
。
菓
子
、
蓑
と
も
坂
部
様
附
き
へ
下
浦
ま
で
送
る
。

昨
日
伊
能
様
よ
り
坂
部
様
へ
、
飛
脚
で
書
状
を
送
っ
た
が
、
付

廻
り
よ
り
受
け
取
り
書
が
届
か
な
い
の
で
、
そ
の
旨
を
申
し
送

る
。
夜
半
こ
ろ
そ
の
書
状
と
菓
子
、
蓑
の
受
け
取
り
書
が
来
る
。

竹
四
郎
笠
も
送
っ
て
く
る
。

上
田
源
作
（
宜
珍
本
人
）
は
、
小
休
止
の
頃
か
ら
測
量
に
付
き

添
っ
て
い
た
が
、
伊
能
様
が
休
み
の
た
め
、
引
き
取
っ
て
休
息

す
る
。

《
宜
》
測
量
方
一
手
が
砥
岐
組
の
泊
の
村
ま
で
飛
脚
を
出
す
。

付
添
の
仕
事
も
大
変
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。

チ
ヽ
ガ
島
（
《
測
》
）
、
ち
ゝ
嶋
（
《
巡
》
）
は
、
血
塚
島
の
こ
と
か
。

ま
た
、
デ
ン
サ
キ
は
戸
ノ
崎
、
垣
塚
は
柿
塚
、
洲
森
は
須
森
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
、
字
の
地
名
は
分
か
ら
な
い
所
が
多
い
。

28
日
目

11
月
13
日
（
十
月
十
七
日
）

測
地
・
下
浦
村
（
天
草
市
下
浦
町
）

泊
地
・
湯
船
原
村
（
天
草
市
栖
本
町
）

《
測
》
朝
晴
れ
曇
り
。

７
時
頃
下
浦
村
出
発
。

同
所
垣
塚
口
よ
り
始
め
、
垣
塚
、
石
場
、
金
焼
、
東
﨑
、
舟
瀬
、

そ
れ
よ
り
下
浦
村
・
馬
場
村
境
ま
で
測
る
（
１
０
・
４
㎞
。
外
に

小
島
遠
測
、
周
90
ｍ
程
）
。

16
時
こ
ろ
に
湯
舟
原
村
に
着
く
。

宿
・
庄
屋
猪
原
勘
兵
衛
。

此
の
夜
晴
天
、
天
文
測
量
。

《
巡
》
晴
天

６
時
出
発
。
下
浦
の
柿
崎
よ
り
始
め
、
馬
場
村
の
弥
内
田
ま
で

済
む
。
15
時
こ
ろ
湯
舟
原
村
に
着
く
。

大
堂
作
右
衛
門
下
浦
よ
り
休
足
。
湯
舟
原
に
先
に
来
る
。

長
尾
斎
之
助
（
日
向
延
岡
の
神
職
）
と
申
す
者
、
伊
能
様
日
向
の

国
神
廟
の
書
付
の
こ
と
に
付
き
、
下
浦
村
よ
り
湯
舟
原
ま
で
来

る
。
上
田
氏
取
次
で
伊
能
様
へ
差
し
上
げ
る
。

伊
能
様
、
下
河
辺
様
宿
・
役
座
。

代
官
様
宿
・
同
隠
宅
。

付
廻
り
衆
宿
・
幾
左
衛
門
。
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29
日
目

11
月
14
日
（
十
月
十
八
日
）

測
地
・
下
浦
村
、
馬
場
村
、
湯
船
原
村

河
内
村
（
天
草
市
栖
本
町
）

泊
地
・
湯
船
原
村
（
天
草
市
栖
本
町
）

《
測
》７

時
頃
出
発
。
下
浦
村
・
馬
場
村
境
か
ら
始
め
、
馬
場
村
シ
ラ

ト
ウ
、
鳥
越
、
梅
津
、
白
須
川
幅
43
ｍ
、
大
川
（
幅
54
ｍ
。
大

川
中
心
、
馬
場
村
・
湯
舟
原
村
界
。
４
・
３
㎞
）
。

大
川
を
越
え
て
湯
印
を
残
し
（
即
、
草
積
峠
横
切
り
）
。
湯
印

よ
り
、
湯
舟
原
村
本
陣
ま
で
（
７
２
７
ｍ
、
即
横
切
り
内
）
測
る
。

そ
れ
よ
り
内
田
村
、
湯
舟
原
村
中
野
、
河
内
村
山
浦
、
草
積
峠

ま
で
測
る
（
５
・
１
㎞
）
、
別
手
横
切
り
へ
合
（
１
０
・
１
㎞
）
。

15
時
こ
ろ
に
帰
宿
。
前
日
同
。

こ
の
日
終
日
曇
天
。
夜
も
同
じ
。

古
江
村
庄
屋
永
田
信
右
衛
門
来
る
。

《
巡
》
早
朝
晴
天
後
曇
天
に
な
る
。

伊
能
様
、
代
官
様
休
足
。

下
河
辺
様
草
積
ま
で
横
切
り
に
出
発
。
昼
頃
に
帰
宿
。

昼
過
ぎ
よ
り
海
辺
の
測
量
に
出
る
。
昨
日
残
り
の
舟
瀬
よ
り
始

め
、
湯
舟
原
村
下
ま
で
済
み
。
14
時
頃
帰
宿
。

下
浦
村
に
都
合
三
泊
。

30
日
目

11
月
15
日
（
十
月
十
九
日
）

測
地
・
雨
の
た
め
測
量
中
止

泊
地
・
湯
船
原
村
（
天
草
市
栖
本
町
）

《
測
》
前
夜
よ
り
雨
。
終
日
降
る
。
暮
に
来
る
。
同
所
逗
留
・

※

砥
岐
組
（
樋
島
村
）
大
庄
屋
藤
田
左
中
太
、
姫
浦
村
庄
屋
浦
本

十
左
衛
門
来
る
。

※
暮
に
来
る
の
意
味
不
明
。

《
巡
》
雨
天
終
日
降
る
。

湯
舟
原
滞
留
。

16
時
頃
一
時
降
り
止
む
が
夜
中
に
ま
た
降
る
。

31
日
目

11
月
16
日
（
十
月
二
十
日
）

測
地
・
湯
舟
原
村
、
古
江
村
（
天
草
市
栖
本
町
）

宮
田
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）
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泊
地
・
宮
田
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

《
測
》
前
夜
よ
り
雨
。

一
時
見
合
わ
せ
る
が
、
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
、
雨
中
な
が
ら

８
時
頃
湯
船
原
村
を
出
発
。

同
村
海
辺
湯
印
よ
り
始
め
る
。
船
津
（
人
家
両
側
）
、
古
江
村

エ
ゴ
端
、
洲
ノ
浜
迄
測
る
（
３
・
１
㎞
）
。

大
風
雨
に
な
っ
た
た
め
中
止
す
る
。

（
付
箋
）
湯
船
原
よ
り
洲
ノ
浜
迄
、
３
・
１
㎞
。
洲
ノ
浜
よ
り
落

人
鼻
ま
で
５
・
８
㎞
。
〆
８
・
９
㎞
。
内
、
湯
船
原
よ
り
宮

田
村
本
陣
迄
６
・
２
㎞
。
宮
田
本
陣
よ
り
落
人
鼻
迄
２
・
７

㎞
。
〆
８
・
９
㎞
。

宮
田
村
へ
11
時
頃
頃
に
着
く
。

宿
・
中
村
清
右
衛
門
。

着
く
や
い
な
や
大
風
雨
。
16
時
頃
止
む
。

《
巡
》
夜
前
よ
り
雨
降
り
通
し
北
風
か
つ
大
雨

余
り
に
も
重
宿
と
な
る
の
で
、
出
立
。
測
量
は
困
難
な
の
で
、

直
接
宮
田
村
へ
行
く
。
尤
も
陸
通
り
で
駕
籠
に
て
行
く
。
昼
前

頃
に
宮
田
村
へ
到
着
。

伊
能
様
・
下
河
辺
様
外
残
ら
ず
宿
・
役
座
。

代
官
様
宿
・
（
記
載
な
し
）

付
廻
り
庄
屋
衆
宿
・
庵
。

終
日
雨
降
り
の
た
め
、
観
測
は
な
し
。

《
宜
》
明
日
測
量
方
泊
の
村
へ
、
飛
脚
を
出
す
書
状
を
今
晩
相
認
。

気
温
に
つ
い
て

《
測
》
に
も
《
巡
》
に
も
、
気
温
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
が
残
念

で
あ
る
。
当
時
は
気
温
を
測
る
術
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
。

後
日
だ
が
、
35
日
目
の
11
月
20
日
に
は
、
「
西
風
ニ
而
冷
気
強
シ
」

と
気
温
が
低
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
陰
暦
で
は
、
十
月

二
十
四
日
だ
が
、
陽
暦
で
は
11
月
20
日
で
あ
る
。

た
だ
、
風
向
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
風
向

計
の
無
い
時
代
、
よ
く
観
察
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

近
代
年
譜
に
は
、
11
月
16
日
（
十
月
二
十
日
）
に
、
強
風
で
富
岡

町
で
被
害
が
出
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巡
廻

日
記
を
見
る
と
、
富
岡
の
み
な
ら
ず
、
天
草
島
全
体
が
大
風
雨
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。

「
近
代
年
譜
」

文
化
七
年
十
月
二
十
日
（
11
月
16
日
）
こ
の
夜
四
ツ
半
頃
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（
11
時
頃
）
の
強
風
に
て
、
富
岡
町
内
の
圍
置
き
の
組
々
貯
蔵

籾
の
内
、
御
領
組
、
本
戸
組
、
栖
本
組
、
砥
岐
組
の
分
が
吹
き

倒
さ
れ
る
。
よ
っ
て
役
所
の
見
分
を
受
け
、
籾
は
組
々
宿
主
へ

引
き
渡
し
、
被
害
が
な
か
っ
た
組
で
空
い
て
い
る
蔵
へ
入
れ
直

さ
せ
る
。
た
だ
し
、
蔵
の
あ
る
場
所
が
人
馬
往
来
頻
繁
で
、
農

業
の
妨
げ
に
な
る
の
で
、
組
宿
主
た
ち
へ
申
し
付
け
、
急
速
に

片
づ
け
さ
せ
ら
れ
る
。

天
草
測
量
は
、
陽
暦
で
は
10
月
16
日
か
ら
12
月
８
日
迄
実
施
さ
れ

た
。
前
半
は
、
一
年
で
一
番
過
ご
し
や
す
い
季
節
だ
が
、
後
半
は
結

構
寒
く
な
る
時
期
で
あ
る
。
た
だ
し
、
気
温
は
年
代
に
よ
っ
て
も
違

う
し
、
年
に
よ
っ
て
も
違
う
。
現
代
は
温
暖
化
で
か
な
り
温
い
が
、

こ
の
文
化
年
間
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

江
戸
時
代
は
、
小
氷
期
の
気
候
で
、
現
在
よ
り
１
～
２
℃
気
温
が

低
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
１
～
２
℃
は
対
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
だ
が
、
平
均
気
温
と
い
う
と
、
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
い
う
。
天
草
測

量
が
終
わ
り
こ
ろ
は
、
か
な
り
寒
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で

き
る
。

現
在
の
よ
う
に
防
寒
対
策
の
衣
服
や
装
具
、
あ
る
い
は
家
屋
や
暖

房
器
具
も
な
い
時
代
。
さ
ら
に
持
病
持
ち
の
忠
敬
に
と
っ
て
は
、
冬

は
つ
ら
い
時
期
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

32
日
目

11
月
17
日
（
十
月
二
十
一
日
）

測
地
・
古
江
村
（
天
草
市
栖
本
町
）

宮
田
村
、
棚
底
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

泊
地
・
宮
田
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

《
測
》
早
朝
晴
れ
後
曇
り
。

６
時
頃
出
発
。
古
江
村
洲
ノ
浜
よ
り
始
め
、
宮
田
村
友
、
鏡
、

境
目
、
船
津
、
大
宮
田
、
才
津
原
、
落
人
鼻
迄
測
る
（
５
・
８
㎞
）
。

そ
れ
よ
り
宮
田
村
・
棚
底
村
平
瀬
島
半
周
測
（
宮
田
村
分
１
・

２
㎞
、
合
計
７
・
１
㎞
）
。

13
時
に
帰
宿
。

宿
・
前
夜
同
。

《
巡
》
晴
天
。

六
時
頃
出
発
。

古
江
村
境
よ
り
お
ち
う
と
鼻
ま
で
。
浜
須
よ
り
宮
田
村
境
迄
。

宮
田
村
平
瀬
嶋
測
量
。

昼
の
下
刻
帰
宿
。

今
晩
は
宮
田
村
泊
ま
り
。

砥
岐
組
大
庄
屋
藤
田
左
仲
太
出
勤
。
二
間
戸
村
、
姫
浦
村
、
棚

底
村
庄
屋
出
勤
。

200



33
日
目

11
月
18
日
（
十
月
二
十
二
日
）

測
地
・
宮
田
村
、
棚
底
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

泊
地
・
棚
底
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

《
測
》
朝
よ
り
晴
天
。

６
時
頃
出
発
。
宮
田
村
落
人
鼻
よ
り
始
め
、
棚
底
村
小
崎
、
田

原
、
南
原
、
浦
村
中
浦
、
笠
松
、
棚
底
村
飛
地
、
亀
石
鼻
迄
測

る
（
６
・
５
㎞
、
止
宿
打
ち
上
げ
98
ｍ
）
。

外
に
平
瀬
島
半
周
測
（
棚
底
村
分
１
・
６
㎞
、
合
計
８
・
２
㎞
）
。

13
時
棚
底
村
へ
着
く
。

宿
・
庄
屋
鬼
塚
元
左
衛
門
。

宵
曇
る
。
20
時
頃
少
し
晴
れ
た
の
で
観
測
す
る
が
、
す
ぐ
に
曇

る
。

《
巡
》
晴
天
。

６
時
出
発
。

宮
田
村
お
ち
う
と
の
鼻
よ
り
棚
底
村
ま
で
残
ら
ず
測
る
。
平
瀬

嶋
よ
り
浦
村
の
分
も
残
ら
ず
終
わ
り
、
目
玉
の
鼻
ま
で
測
る
。

棚
底
村
泊
ま
り
。

伊
能
様
・
下
河
辺
様
宿
・
役
座
。

代
官
様
宿
・
冨
蔵
宅
。

付
廻
り
庄
屋
宿
・
秀
吉
宅
。

竿
取
宿
・
伊
三
次
宅
、

天
文
測
量
実
施
。

34
日
目

11
月
19
日
（
十
月
二
十
三
日
）

測
地
・
棚
底
村
、
浦
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

大
道
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
棚
底
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

《
測
》
暁
よ
り
大
雨
。

（
大
雨
の
た
め
）
測
量
を
見
合
わ
せ
る
が
、
９
時
頃
雨
が
や
み

始
め
た
の
で
出
発
。
棚
底
村
亀
石
鼻
よ
り
始
め
る
。

（
こ
の
日
度
々
雨
降
る
）
鳴
川
、
（
疱
瘡
人
が
こ
の
海
辺
に
い

る
た
め
、
海
際
の
山
上
を
測
る
）
、
セ
ゴ
浦
（
瀬
子
浦
）
に
至

る
（
４
・
０
㎞
）
。

瀬
印
を
残
す
。

ま
た
瀬
印
よ
り
袋
口
を
過
ぎ
、
逆
に
セ
ゴ
浦
鼻
織
ま
で
測
る

（
６
１
９
ｍ
、
合
計
４
・
７
㎞
）
。

雨
降
り
に
付
き
、
13
時
前
に
宿
に
帰
る
。
前
夜
同
宿
。

着
後
雨
止
む
。
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《
巡
》
４
時
よ
り
雨
降
り
、
夜
明
け
に
晴
れ
る
。

西
風
吹
き
夜
分
大
雨
。

６
時
測
量
場
へ
出
発
。
浦
村
境
の
目
玉
よ
り
開
始
。
棚
底
向
か

い
側
鳴
川
と
い
う
と
こ
ろ
に
疱
瘡
人
が
あ
る
た
め
そ
こ
は
除
く
。

山
を
通
る
新
道
を
作
り
測
量
す
る
。
船
は
沖
よ
り
伊
能
様
測
量
。

測
量
日
記
に
は
、
「
海
際
の
山
上
を
測
」
と
あ
る
が
、
巡
廻
日
記

に
は
、
「
山
通
新
道
作
り
御
測
量
に
成
」
と
記
し
て
い
る
。

35
日
目

11
月
20
日
（
十
月
二
十
四
日
）

測
地
・
棚
底
村
（
天
草
市
倉
岳
町
）

大
道
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
大
道
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

《
測
》
暁
よ
り
大
風
雨
。

８
時
頃
棚
底
村
出
発
。

袋
口
よ
り
始
め
る
。
松
ヶ
崎
（
片
側
測
る
７
４
５
ｍ
）
、
そ
れ

よ
り
昨
日
測
り
止
め
し
た
大
道
村
千
石
浦
瀬
印
よ
り
始
め
、
赤

崎
（
人
家
あ
り
）
、
桂
埼
ま
で
測
る
（
２
・
１
㎞
）
。

外
に
棚
底
村
・
大
道
村
横
島
一
周
を
測
る
（
２
・
６
㎞
。
合
計

５
・
４
㎞
）
。

13
時
頃
大
道
村
葛
埼
へ
着
く
。

本
陣
・
年
寄
銀
左
衛
門
。

別
宿
・
百
姓
栄
右
衛
門
。

此
の
夜
晴
天
、
測
量
す
る
。

《
巡
》
晴
れ
る
。
あ
な
セ
（
北
西
）
の
強
風
。

７
時
頃
出
発
。
横
島
測
量
、
そ
れ
よ
り
大
道
村
の
赤
崎
の
鼻
に

移
り
、
葛
﨑
ま
で
済
む
。

宮
田
村
庄
屋
中
村
清
右
衛
門
、
不
快
（
病
気
）
に
付
き
村
へ
引

き
取
る
。

伊
能
様
宿
・
葛
﨑

銀
左
衛
門
宅
。

下
河
辺
様
・
同

和
五
郎
宅
。

代
官
宿
・
同

松
右
衛
門
宅
。

付
廻
庄
屋
宿
・
丸
太

和
吉
宅
。

竿
取
宿
・
同

紺
屋
宅
。

今
晩
天
文
観
測
あ
り
・
西
風
に
て
冷
気
強
し
。

こ
の
日
は
、
両
日
記
の
天
気
が
食
い
違
う
。
測
量
日
記
は
「
暁
よ

り
大
風
雨
」
、
巡
廻
日
記
は
「
晴
ル
」
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

夜
は
晴
天
。
つ
ま
り
、
明
け
方
は
風
が
強
く
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
晴
れ
た
よ
う
だ
。
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ま
た
、
両
日
記
で
、
脇
宿
（
下
河
辺
宿
）
の
食
い
違
い
が
見
ら
れ

る
。

36
日
目

11
月
21
日
（
十
月
二
十
五
日
）

測
地
・
大
道
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
大
道
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

《
測
》
朝
晴
天
。

６
時
頃
出
発
。

大
道
村
楠
盛
島
（
楠
森
島
）
一
周
を
測
る
（
４
・
９
㎞
）
。

同
島
よ
り
瓢
箪
島
へ
渡
る
（
２
３
９
ｍ
、
干
潮
時
は
磯
続
）
。

瓢
箪
島
一
周
（
７
１
１
ｍ
）
。
瓢
箪
島
よ
り
荻
島
へ
渡
る
（
２
３

ダ
テ
ク

８
ｍ
）
。
荻
島
一
周
測
（
２
・
３
㎞
。
合
計
８
・
４
㎞
）
。

13
時
帰
宿
。

宿
・
前
夜
同
。

此
の
夜
曇
天
。

《
巡
》
晴
天
。

６
時
頃
よ
り
下
河
辺
様
測
量
に
出
発
。
楠
森
島
へ
渡
り
、
13
時

頃
帰
宿
。

伊
能
様
、
代
官
並
び
に
付
廻
り
庄
屋
も
休
足
。

こ
の
日
は
巡
廻
記
で
は
伊
能
、
代
官
、
付
廻
り
は
休
足
し
て
い
る
が
、

測
量
日
記
に
は
こ
の
事
の
記
載
な
し
。

37
日
目

11
月
22
日
（
十
月
二
十
六
日
）

測
地
・
大
道
村
、
高
戸
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
樋
島
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

《
測
》
朝
曇
天
。

７
時
大
道
村
葛
﨑
出
発
。

同
所
測
所
よ
り
始
め
、
池
ノ
浦
（
人
家
）
、
夏
網
代
（
人
家
）
、

唐
網
代
（
人
家
）
、
大
道
本
村
、
高
戸
村
高
串
（
人
家
）
、
小

屋
河
内
（
人
家
）
、
高
戸
本
村
、
瀬
戸
（
人
家
）
、
そ
れ
よ
り

亀
石
ま
で
測
る
（
９
・
３
㎞
）
。

13
時
頃
樋
ノ
島
村
へ
着
く
。

宿
・
大
庄
屋
藤
田
左
仲
太
（
一
同
一
宿
）
。

此
の
夜
大
曇
り
、
ま
た
大
雨
。

《
巡
》
朝
曇
天
。
東
風
、
午
後
よ
り
雨
降
る
。
夜
分
大
風
雨
。

７
時
頃
葛
埼
出
発
。
本
陣
下
よ
り
測
量
開
始
。
高
戸
村
瀬
戸
亀

石
ま
で
測
量
。
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12
時
頃
樋
島
村
着
。

伊
能
様
・
下
河
辺
様
宿
・
樋
島
村
大
庄
屋
宅
。

代
官
様
宿
・
大
庄
屋
隠
宅
。

付
廻
り
庄
屋
、
竿
取
宿
・
願
成
寺
。

※

葛
埼
よ
り
御
朱
印
長
持
宰
領
の
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
御
咎

め
を
受
け
る
。
姫
浦
庄
屋
御
朱
印
を
守
護
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

急
病
に
な
り
不
埒
の
段
を
謝
り
済
む
。

巡
廻
日
記
に
は
、
付
廻
り
庄
屋
及
び
竿
取
の
宿
が
「
願
成
寺
」
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
観
乗
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
元

は
願
乗
寺
と
名
乗
っ
て
い
た
（
天
草
寺
院
・
宮
社
文
化
史
料
図
解
輯
）
。

そ
の
た
め
、
乗
と
成
を
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。
天
草
島
鏡
に
も
、
真

宗
願
乗
寺
と
記
さ
れ
て
い
る
。

上
天
草
市
発
行
の
パ
ン
フ
や
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
こ
の
寺
は
「
当

時
の
大
庄
屋
藤
田
家
に
よ
り
、
１
６
０
４
年
（
慶
長
九
年
）
に
、
建

立
さ
れ
た
浄
土
真
宗
西
本
願
寺
派
寺
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

慶
長
九
年
当
時
は
、
寺
沢
時
代
で
、
庄
屋
は
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、

大
庄
屋
制
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
ま
た
開
基
は
天
草
寺
院
・

宮
社
文
化
史
料
図
解
輯
に
よ
る
と
、
国
澄
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
国
澄

と
藤
田
家
の
関
係
も
不
知
で
あ
る
。

藤
田
家
が
大
庄
屋
に
な
っ
た
の
は
、
１
６
６
１
年
（
寛
文
元
年
）

で
あ
り
（
近
代
年
譜
）
、
し
た
が
っ
て
、
建
立
時
の
藤
田
家
は
大
庄

屋
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ち
な
み
に
願
成
寺
は
人
吉
市
に
あ
り
、
人
吉
城
主
初
代
相
良
長
頼

に
よ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
創
建
さ
れ
た
相
良
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
。

寺
の
裏
手
に
は
、
相
良
氏
歴
代
の
見
事
な
墓
が
あ
る
。

38
日
目

11
月
23
日
（
十
月
二
十
七
日
）

測
地
・
樋
島
村
（
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
樋
島
村
（
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

《
測
》
朝
大
曇
り
大
風
。

７
時
頃
、
樋
島
村
宿
前
よ
り
始
め
る
。
右
山
に
沿
い
、
平
岩
ま

で
測
る
（
７
・
６
㎞
）
。
外
に
琵
琶
ノ
首
片
側
２
５
８
ｍ
、
合
計

７
・
８
㎞
。

13
時
帰
宿
。
前
夜
同
。

こ
の
日
度
々
雨
、
夜
も
雨
。

《
巡
》
雨
天
風
強
し
。

７
時
頃
測
量
に
出
発
。

伊
能
様
、
代
官
様
休
足
。

下
河
辺
様
測
量
。
樋
島
の
う
ち
、
南
海
道
通
り
測
量
済
。

13
時
頃
帰
宿
。

204



夜
天
文
観
測
。

巡
廻
日
記
に
よ
る
と
、
こ
の
日
も
翌
日
も
忠
敬
は
休
足
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
測
量
日
記
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、
忠
敬
氏
休
足
も
適

当
に
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

39
日
目

11
月
24
日
（
十
月
二
十
八
日
）

測
地
・
樋
島
村
（
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
樋
島
村
（
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

《
測
》
朝
曇
天
。

７
時
宿
前
よ
り
始
め
る
。

左
山
に
沿
い
、
昨
日
測
り
止
め
し
た
平
岩
ま
で
測
る
（
４
・
５
㎞
）
。

外
に
樋
島
村
竹
島
一
周
測
（
１
・
４
㎞
。
合
計
５
・
９
㎞
）
。

13
時
前
帰
宿
・
前
夜
同
宿
。

此
の
夜
晴
れ
曇
。
観
測
実
施
。

《
巡
》
晴
天
に
な
る
。

伊
能
様
、
今
日
ま
で
休
み
。

代
官
様
は
付
添
に
出
る
。

樋
島
の
測
量
済
。

13
時
帰
宿
。

町
山
口
村
よ
り
勝
五
郎
道
具
持
参
。

大
谷
氏
（
町
山
口
村
庄
屋
）
、
明
日
村
へ
引
き
取
り
の
つ
も
り
。

天
文
測
量
あ
り
。

ま
た
、
天
文
測
量
も
地
図
測
量
に
と
っ
て
重
要
な
測
量
の
一
環
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
天
候
不
順
で
、
な
か
な
か
測
量
が
で
き

な
か
っ
た
よ
う
で
、
日
記
に
は
記
し
て
い
な
い
が
忠
敬
の
い
ら
だ
ち

を
感
じ
る
。
（
資
料
・
伊
能
忠
敬
の
天
草
測
量
行
程
表
参
照
）

40
日
目

11
月
25
日
（
十
月
二
十
九
日
）

測
地
・
高
戸
村
（
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
）

泊
地
・
二
間
戸
村
（
上
天
草
市
姫
戸
町
）

《
測
》
朝
曇
り
晴
れ
。

７
時
樋
島
村
出
発
。

高
戸
村
椚
島
一
周
を
測
る
（
２
・
９
㎞
）
。

く
ぐ

そ
れ
よ
り
地
方
亀
石
埼
織
よ
り
始
め
、
１
４
５
ｍ
に
て
23
日
測

量
終
了
地
点
に
至
る
。

（
椚
島
よ
り
亀
石
織
へ
渡
り
幅
98
ｍ
）
。

そ
れ
よ
り
又
始
め
、
高
戸
村
東
風
泊
（
人
家
57
軒
）
、
下
貫
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（
人
家
10
軒
）
、
古
神
代
（
人
家
な
し
）
迄
測
る
（
３
・
９
㎞
、

コ
カ
フ
シ
ロ

合
計
７
・
１
㎞
）
。

14
時
頃
二
間
戸
着
。

本
陣
・
庄
屋
田
中
久
右
衛
門
。

下
河
辺
（
24
日
よ
り
病
気
）
宿
・
儀
右
衛
門
。

此
の
夜
曇
天
。
観
測
な
し
。

《
巡
》
晴
天
。
北
風
。
夜
分
曇
、
天
文
観
測
な
し
。

６
時
頃
樋
島
村
出
発
。

高
戸
村
椚
島
一
周
測
よ
り
始
め
瀬
戸
亀
石
へ
移
る
。
そ
れ
よ
り

東
風
留
り
浦
下
貫
よ
り
二
間
戸
古
神
代
新
田
土
手
ま
で
済
み
。

15
時
頃
二
間
戸
村
へ
着
く
。

伊
能
様
宿
・
二
間
戸
村
役
座
。

下
河
辺
様
宿
・
武
右
衛
門
宅
。

代
官
様
宿
・
豊
七
宅
。

付
廻
り
庄
屋
宿
・
民
左
衛
門
宅
。

肥
後
八
代
郡
高
田
手
永
惣
庄
屋
鹿
子
木
幸
平
方
よ
り
聞
き
合
わ

せ
、
手
附
万
助
を
寄
越
す
。

測
量
方
内
弟
子
箱
田
良
助
殿
へ
、
鹿
子
木
謙
之
助
よ
り
書
状
一

封
を
万
助
が
持
参
し
た
の
で
、
早
速
届
け
る
。
ま
た
返
書
を
同

人
へ
渡
す
。

富
岡
会
所
へ
書
状
を
出
す
。
代
官
様
よ
り
も
お
役
所
、
大
江
村
、

久
玉
村
へ
〆
三
封
。

久
玉
村
大
庄
屋
よ
り
大
江
組
大
庄
屋
、
中
田
村
庄
屋
へ
飛
脚
に

て
書
状
を
出
す
。

地
名
の
呼
び
名
は
な
か
な
か
難
し
い
の
も
多
い
が
、
こ
こ
ら
当
た

り
現
龍
ヶ
岳
、
姫
戸
町
の
地
名
は
、
天
草
で
も
難
読
地
名
と
言
え
る

の
が
多
い
。

難
読
地
名
を
挙
げ
る
と
、
夏
網
代
、
唐
網
代
、
神
代
、
東
風
泊
、

椚
島
、
辺
戸
串
、
二
弁
当
峠
等
々
。
ち
な
み
に
読
み
方
は
、
ナ
ト
ウ

ジ
ロ
、
カ
ラ
ジ
ロ
、
コ
ウ
ジ
ロ
、
コ
チ
ド
マ
リ
、
ク
グ
シ
マ
、
ヘ
ド

グ
シ
、
ノ
ベ
ッ
ト
ウ
と
言
う
ら
し
い
。
こ
の
難
読
地
名
は
、
朝
鮮
か

中
国
由
来
か
も
し
れ
な
い
。
ど
な
た
か
解
明
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

龍
ヶ
岳

龍
ヶ
岳
町
の
背
後
（
北
）
に
聳
え
る
山
が
龍
ヶ
岳
。
標
高
４
２
０

ｍ
。
昔
は
寿
ガ
岳
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
見
る
角
度
に
よ
っ
て

は
、
頂
上
が
平
ら
な
ア
メ
リ
カ
の
映
画
に
登
場
し
た
山
に
も
似
て
い

て
秀
麗
だ
が
、
一
方
全
く
魅
力
が
な
い
山
姿
も
見
せ
る
。

現
在
は
、
ミ
ュ
ー
イ
天
文
台
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
開
設
さ
れ
、
も
ち

ろ
ん
道
路
も
あ
り
、
頂
上
ま
で
は
身
近
な
山
で
あ
る
。
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頂
上
か
ら
の
展
望
も
素
晴
ら
し
い
。
歌
人
野
口
雨
情
は
「
阿
蘇
や

雲
仙
霧
島
ま
で
も
龍
ヶ
岳
か
ら
ひ
と
な
が
め
」
と
詠
ん
で
い
る
。
そ

の
文
学
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
阿
蘇
や
霧
島
ま
で
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の

龍
ヶ
岳
の
魅
力
を
表
し
て
い
る
名
句
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
、
伊
能
忠
敬
が
こ
の
山
に
登
っ
て
、
測
量
を

し
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
観
測
の
利
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
当
時
の
龍
ヶ
岳
迄
へ
の
登
り
道
が
無
か
っ
た
か
も
し
れ

ず
、
た
と
え
あ
っ
た
と
し
て
も
、
う
っ
そ
う
と
茂
る
樹
木
で
頂
上
か

ら
の
眺
望
は
効
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
眺
望
が
望
め
る

環
境
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
日
は
天
気
が
あ
ま
り
良
く
な
い
よ

う
で
、
苦
労
し
て
登
る
ほ
ど
の
価
値
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

で
も
、
も
し
、
忠
敬
が
こ
の
山
に
登
り
、
見
事
な
眺
望
を
得
て
い

た
と
し
た
ら
、
き
っ
と
測
量
の
事
を
忘
れ
、
一
詩
名
句
を
詠
ん
で
い

た
か
も
し
れ
な
い
。

41
日
目

11
月
26
日
（
十
月
晦
日
）

測
地
・
二
間
戸
村
・
姫
浦
村
（
上
天
草
市
姫
戸
町
）

泊
地
・
姫
浦
村
（
上
天
草
市
姫
戸
町
）

《
測
》

６
時
二
間
戸
村
出
発
。

高
戸
村
古
神
代
よ
り
始
め
る
。
神
代
（
人
家
あ
り
）
、
西
河
内
、

カ
フ
シ
ロ

鬼
塚
、
姫
浦
村
鷲
ノ
巣
、
九
浦
、
瀬
戸
口
、
本
釜
ま
で
測
り
こ

こ
に
横
切
り
印
を
残
す
（
８
・
６
㎞
）
。
宿
で
打
ち
止
（
４
４

３
ｍ
、
12
月
３
日
測
量
予
定
地
点
）
、
横
切
り
印
を
残
す
。
合

計
９
・
０
㎞
。

13
時
頃
姫
浦
村
へ
着
く
。

本
陣
・
庄
屋
浦
本
十
左
衛
門
。

下
河
辺
宿
・
十
右
衛
門
。

此
の
夜
曇
天
、
観
測
な
し
。

《
巡
》
晴
天
に
な
る
。

暮
れ
こ
ろ
か
ら
少
々
雨
降
る
。

町
山
口
村
庄
屋
樋
島
村
よ
り
引
き
取
り
、
儀
三
郎
も
帰
る
。

５
時
二
間
戸
村
出
立
。
同
村
の
内
昨
日
の
残
り
、
梵
天
よ
り
、

姫
浦
村
庄
屋
元
ま
で
測
量
。

15
時
頃
姫
浦
村
へ
着
き
宿
泊
。

下
河
辺
様
は
、
痛
み
に
付
き
駕
籠
に
て
帰
る
。

伊
能
様
宿
・
姫
浦
村
庄
屋
宅
。

下
河
辺
様
宿
・
市
左
衛
門
宅
。

代
官
様
宿
・
弥
兵
衛
宅
。

庄
屋
衆
宿
・
清
蔵
宅
。
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こ
こ
で
も
両
日
記
で
、
下
河
辺
宿
の
名
前
が
違
っ
て
い
る
。

下
河
辺
他
病
気
相
次
ぐ

《
巡
》
に
「
下
河
辺
様
御
痛
ニ
付
御
引
籠
被
成
候
」
（
十
月
晦
日
）

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
下
河
辺
氏
が
病
気
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
病
名
は
当
時
は
や
っ
て
い
た
痢
病
の
よ
う
で
あ
る
。
痢
病
と
は
、

現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
赤
痢
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

《
巡
・
坂
部
附
》
11
月
28
日
（
十
一
月
二
日
）
で
は
、
略
し
た
が
、

本
隊
か
ら
坂
部
支
隊
へ
の
書
簡
の
中
に
、
次
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
下
河
辺
様

先
月
廿
九
日
二
間
戸
御
泊
江
御
出
か
け
ゟ

御
痛
被
遊
御
風
邪
之
様
子
ニ
御
座
候
処

晦
日
姫
浦
江
御

泊
ゟ
痢
病
之
御
様
子
二
而
今
以
御
全
快
二
相
成
不
申
御
薬
用

御
座
候
趣

尤
医
師
高
戸
元
陸
と
申
仁
付
添
居
外
二
功
者
之

衆
此
近
村
江
居
合
不
申

伊
能
様
ゟ
御
薬
方
御
差
図
被
遊

御
用
ィ
御
座
候

今
日
共
ハ
御
快
方
二
御
座
被
遊
候
間

追
々
御
全
快
被
遊
と
奉
存
候

右
御
病
中
之
義
二
付
御
別
宿

用
意
不
仕
候
而
ハ
難
成
御
座
使
間

其
御
勘
弁
二
而
先
村
江

御
取
斗
置
可
被
下
候
」

現
在
で
も
そ
う
だ
が
、
当
時
は
現
在
以
上
に
旅
中
で
の
病
気
が
、

一
番
の
困
り
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
辺
鄙
な
天
草
の
こ
と
医
師

も
い
な
く
て
、
下
河
辺
氏
も
大
変
な
目
に
遭
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
痢
病
は
、
ど
う
や
ら
天
草
で
流
行
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の

《
巡
》
で
も
、
た
び
た
び
病
気
に
な
っ
た
人
が
多
い
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。

十
月
二
十
八
日
の
《
巡
・
坂
部
附
》
に
は
、
浦
村
で
痢
病
が
流
行
。

浦
村
庄
屋
の
子
息
が
死
去
し
、
本
人
及
び
三
人
の
子
供
も
患
い
、
村

で
は
、
28
人
が
死
去
し
た
と
い
う
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

伊
能
隊
長
も
、
隊
員
の
病
気
の
心
配
と
同
時
に
、
測
量
の
遅
れ
が

心
痛
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

42
日
目

11
月
27
日
（
十
一
月
朔
日
）

測
地
・
姫
浦
村
（
上
天
草
市
姫
戸
町
）

泊
地
・
姫
浦
村
（
上
天
草
市
姫
戸
町
）

《
測
》
朝
晴
れ
曇
。

６
時
姫
浦
村
出
発
。

姫
浦
村
本
釜
よ
り
始
め
、
永
目
（
人
家
30
軒
）
、
牟
田
（
人
家

31
軒
）
、
樽
水
、
姫
浦
村
と
阿
村
の
界
ま
で
測
る
（
７
・
９
㎞
）
。

15
時
帰
宿
。
前
夜
同
宿
。
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《
巡
》
晴
天
。
南
風
暖
か
。

５
時
出
発
。

姫
浦
村
新
田
よ
り
始
め
、
永
目
よ
り
牟
田
夫
よ
り
阿
村
境
ま
で

測
量
。

15
時
頃
姫
浦
へ
帰
宿
。

曇
り
に
付
き
天
文
観
測
な
し
。

43
日
目

11
月
28
日
（
十
一
月
二
日
）

測
地
・
阿
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

泊
地
・
阿
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

《
測
》
朝
大
曇
り
。

６
時
姫
浦
村
出
立
。
姫
浦
村
・
阿
村
村
界
の
樽
水
よ
り
始
め
る
。

阿
村
南
風
泊
、
東
風
隠
、
垣
瀬
（
家
１
軒
）
、
中
ノ
形
（
人
家

ハ

エ

コ

チ

７
軒
）
、
大
瀬
（
人
家
２
軒
）
、
四
郎
間
（
人
家
７
軒
）
、
住

吉
新
田
（
人
家
12
軒
）
、
浦
田
（
10
軒
）
、
釜
（
人
家
20
軒
）
、

こ
こ
に
止
宿
を
残
し
小
島
崎
ま
で
測
る
。

止
宿
ま
で
８
・
４
㎞
、
止
宿
後
残
り
９
６
７
ｍ
、
合
計
９
・
４

㎞
。

宿
・
阿
村
釜

本
陣
・
年
寄
治
左
衛
門
。

下
河
辺
宿
・
武
平
治
。

此
の
夜
曇
り
。
観
測
な
し
。

《
巡
》
晴
天

５
時
頃
出
発
。

阿
村
境
ま
で
船
で
行
く
。
境
目
よ
り
上
り
向
き
に
測
量
。
阿
村

内
釜
通
り
、
小
嶋
鼻
ま
で
済
む
。

釜
に
宿
泊
。
下
河
辺
様
は
痛
み
に
付
き
、
朝
飯
ご
ろ
出
発
乗
船
。

伊
能
様
宿
・
阿
村
釜

伊
兵
衛
宅

下
河
辺
様
宿
・
武
平
次
宅
。

代
官
様
宿
・
次
左
衛
門
宅
。

付
添
中
宿
・
新
蔵
宅
。

阿
村
釜
と
い
う
と
こ
ろ
に
宿
泊
。

今
晩
曇
に
付
き
、
天
文
観
測
な
し
。

両
日
記
の
相
違
・
伊
能
宿
が
測
量
日
記
は
治
左
衛
門
、
巡
廻
日
記

は
伊
兵
衛
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巡
廻
日
記
で
は
、
代
官
宿
が
次

左
衛
門
と
な
っ
て
い
る
。

44
日
目

11
月
29
日
（
十
一
月
三
日
）

測
地
・
阿
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）
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泊
地
・
阿
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

《
測
》
朝
大
曇
り
。

６
時
頃
出
発
。

阿
村
瀬
島
一
周
測
（
２
・
４
㎞
、
中
島
へ
渡
り
51
ｍ
）
、
中
島

一
周
測
（
２
・
８
㎞
、
内
１
７
５
ｍ
、
魚
見
﨑
よ
り
前
島
合
津
隠

へ
渡
り
幅
）
、
水
島
一
周
測
（
９
７
０
ｍ
、
黒
島
渡
り
58
ｍ
）
、

そ
れ
よ
り
黒
島
小
半
周
（
２
９
２
ｍ
）
、
大
ソ
ウ
島
半
周
（
１
７

８
ｍ
）
、
裸
島
一
周
測
（
５
９
１
ｍ
）
。
合
計
７
・
３
㎞
。

14
時
頃
帰
宿
・
宿
前
夜
同
。

此
の
夜
曇
り
、
観
測
な
し
。

《
巡
》
晴
天
。

５
時
頃
出
発
、
瀬
島
に
渡
る
。

阿
村
の
内
瀬
島
よ
り
測
量
。
小
休
止
。
そ
れ
よ
り
二
手
に
分
か

れ
る
。

弟
子
の
箱
田
良
助
、
上
田
文
助
並
び
に
代
官
様
も
測
量
に
加
わ

り
、
中
島
を
測
量
。

伊
能
様
並
び
に
弟
子
の
松
井
沢
治
に
、
上
田
源
作
も
加
わ
り
、

水
島
、
お
ふ
そ
島
、
黒
島
測
量
。
帳
面
方
竹
四
郎
も
加
わ
り
勤

め
る
。

二
手
と
も
13
時
頃
宿
に
帰
る
。

宿
は
釜
。

晩
天
文
観
測
な
し
。

天
草
松
島
は
、
多
島
海
で
あ
り
名
の
通
り
島
が
多
い
。
そ
こ
で

猫
の
手
も
借
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
？
、
代
官
や
宜
珍
、
更
に

諸
役
も
加
わ
り
、
測
量
を
し
て
い
る
。
宜
珍
は
と
も
か
く
お
代

官
様
は
御
役
に
立
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
気
に
か
か
る
。

45
日
目

11
月
30
日
（
十
一
月
四
日
）

測
地
・
阿
村
、
合
津
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

泊
地
・
合
津
村
（
上
天
草
市
松
島
町
）

《
測
》
朝
曇
天
。

７
時
阿
村
釜
出
発
。

阿
村
小
島
埼
よ
り
始
め
る
。
鬼
塚
（
人
家
３
軒
）
、
畑
ノ
浦

（
人
家
４
軒
）
、
安
蔵
（
人
家
２
軒
）
、
久
ブ
キ
（
人
家
４
軒
）
、

カ
リ
浜
（
同
２
軒
）
、
ニ
ツ
久
ブ
キ
（
人
家
１
軒
）
、
合
津
村

三
郎
（
人
家
３
軒
）
、
柿
ノ
木
（
人
家
３
軒
）
測
印
迄
測
る

（
４
・
６
㎞
）
。

そ
れ
よ
り
同
村
天
神
鼻
（
人
家
５
軒
）
、
ゴ
ソ
ノ
ロ
（
人
家
６

軒
）
、
四
釜
（
人
家
２
軒
）
、
御
所
河
内
（
人
家
１
軒
）
、
ク
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ミ
﨑
（
人
家
４
軒
）
、
湊
（
人
家
４
軒
）
、
観
音
平
迄
仕
越
し

測
（
１
・
８
㎞
）
・
ほ
か
に
止
宿
打
ち
上
げ
９
６
７
ｍ
、
合
計

７
・
３
㎞
。

13
時
頃
合
津
村
へ
着
く
。

止
宿
本
陣
・
岡
部
弥
十
郎
。

下
河
辺
宿
・
伝
吉
。

此
の
夜
雨
。

《
巡
》
曇
天
。
暮
頃
よ
り
雨
降
る
。

５
時
頃
釜
を
出
発
。

阿
村
の
小
嶋
鼻
残
り
梵
天
よ
り
始
ま
る
。

合
津
村
い
な
戸
鼻
迄
測
量
。

合
津
村
へ
15
時
頃
着
泊
ま
り
。

天
文
観
測
無
し
。

（
伊
能
様
は
）
今
日
坂
部
貞
兵
衛
様
と
合
津
村
で
出
会
い
に
な

る
。

坂
部
様
は
今
泉
村
へ
お
越
し
宿
・
紅
葉
軒
（
向
陽
軒
）
。

伊
能
様
宿
・
合
津
村
役
座
。

下
河
辺
様
宿
・
同
庵
。

代
官
様
宿
・
同
仁
四
郎
宅
。

伊
能
様
付
廻
り
宿
・
同
伝
内
（
測
量
日
記
で
は
伝
吉
）
宅
。

坂
部
様
付
廻
り
宿
・
同
甚
助
宅
。

薩
州
よ
り
役
人
が
問
い
合
わ
せ
に
来
る
。
問
い
合
わ
せ
内
容
は
、

屋
久
島
、
種
子
島
、
硫
黄
島
の
測
量
の
有
り
無
し
に
つ
い
て
。

※
向
陽
軒

曹
洞
宗
。
四
ヶ
寺
の
ひ
と
つ
、
本
村
の
東
向
寺
の
末

寺
、
大
矢
野
遍
照
院
の
末
庵
と
し
て
享
保
八
年
に
創
建
さ
れ
た
。

大
正
二
年
本
堂
完
成
と
共
に
向
陽
寺
と
し
て
独
立
。
筆
者
は
体

験
な
い
が
、
住
職
の
ギ
タ
ー
説
法
が
人
気
で
、
全
国
か
ら
参
拝

が
あ
る
と
い
う
。

異
常
な
人
口
増

姫
浦
村
や
阿
村
の
測
量
で
は
、
測
量
日
記
に
他
の
地
域
と
異
な
っ

た
表
記
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
地
区
の
人
家
を
記
し
て
あ
る
こ
と

だ
。
も
ち
ろ
ん
、
測
量
隊
が
人
家
の
数
を
調
べ
た
わ
け
で
は
な
く
、

村
か
ら
測
量
隊
に
上
げ
た
村
の
概
要
を
記
し
た
書
付
に
、
書
か
れ
て

い
た
の
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
村
だ
け
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
と
い
う
の
は
、

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
廻
し
状
の
な
か
に
、
家
軒
数
も
書
く
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
村
も
書
い
て
い
る
と
思
う
の
に
、
日

記
に
は
記
入
が
な
い
。

ま
た
、
当
時
の
天
草
の
人
口
は
、
現
在
よ
り
も
多
か
っ
た
が
、
辺

地
の
集
落
の
軒
数
は
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
。
小
字
名
は
ど
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の
地
か
特
定
で
き
な
い
が
、
分
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
28
日
測
量

の
釜
（
人
家
20
軒
）
と
、
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
か
な
り
の
集

落
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
全
国
人
口
は
、
推
定
だ
が
、
１
６
０
０
年
代
、
つ
ま

り
幕
府
創
立
期
は
１
２
０
０
～
１
３
０
０
万
人
で
あ
っ
た
が
、
中
期

に
は
３
０
０
０
万
人
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
以
降
は
幕
末
ま

で
３
０
０
０
万
人
で
推
移
し
て
い
る
。

対
し
て
天
草
の
人
口
は
、
表
の
通
り
で
あ
る
。
表
か
ら
見
え
る
こ

と
は
、
天
草
一
揆
で
減
少
し
た
人
口
が
、
９
倍
弱
に
増
え
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
食
糧
事
情
等
か
ら
し
て
も
、
異
常
な

状
態
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
現
在
（
平
成
28
年
）
の
天
草
島
（
上
天
草
市
、
天
草
市
、

苓
北
町
）
の
総
人
口
は
、
約
12
万
人
だ
か
ら
、
そ
の
人
口
の
多
さ
が

分
か
る
。
こ
の
人
口
の
推
移
を
表
で
見
る
と
、
そ
の
増
加
の
異
常
さ

が
よ
く
分
か
る
。

し
か
し
、
忠
敬
の
測
量
日
記
の
各
集
落
の
人
家
は
、
現
在
と
比
べ

た
ら
か
な
り
少
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
よ
り
集
中
化
が
進
ん

で
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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